校長講話項目一覧（椎川）
１　「私の行政経営改革論」（経験から抽出した基本的な考え方、リーダーシップのあり方、具体的実施方法など）

２　私の取り組む自治大学校の経営改革、サービス向上運動（行政経営改革の自治大学校における実践例。なぜ経営改革が必要か？具体的方策、職員参加の進め方、楽しく取り組む方法など）

３　「私の公務員十戒」（具体例を交えて、補足しながら説明）

４　公務員の地域活動、社会貢献活動と望ましい公務員像（「地域活動促進条例」に関する提言、地域おこしと行政のコーディネーター、「地域支援員制度（現代の屯田兵）」、公務員の採用などに関する考え方、古川佐賀県知事の考えなど）
５　ＩＣＴ利活用による公務員の交流、情報交換、政策論議、そして地域おこしへの発展（国と地方、県と市町村、公務員と住民など）

６　公務の初心や制度の原点に立ち返る必要性（住民のためか組織のためか、住民の概念、初心を保つ方法、片山前鳥取県知事の話など）
７　大なたを振るう行革～公務員のやるべき仕事、民間活力を活用すべき仕事の見直し（税金・使用料金などの一元的管理・支払い督促、観光プロモーション、企業誘致、中心市街地活性化、国際交流など）

８　県境地域の広域観光連携の方策～鳥取・島根の県境（大山・中海・宍道湖・隠岐地域）を例に
９　道州制の前に議論すべきこと～県境地域の連携方策（広域連合、府県合併、その他）

１０　経済、産業、雇用のビジョンを作ろう～人口定住又は適正人口維持のために

１１　庶民的交流居住、その実験・実証～成立条件と私の楽しみ方（東京と大山・中海地域、霧島地域、塩原渓谷、北海道、東京近郊などの比較検討を例に、広範囲の国民に受け入れられる具体的条件など）

１２　趣味の話（神社・仏閣、狛犬、鏝絵、神話、中山間地集落調査、海山自然を楽しむ、釣り、素潜り、グルメ、お酒、ゴルフをやめた理由、ジム通い15年の体験、野球やバレーボール、健康オタクと不健康な実生活の裏表、写真をやめて俳句に取り組んだ理由、将来再開したい囲碁、挫折する習字、写経、ブログ、ホームページなど）
１３　公務員人生と自分のライフワーク（リレーゾーンの作り方、一生のテーマ、ライフワーク、切り捨てる必要など）

１４　新しい地方公共団体の財政健全化法の4指標と地方行財政運営に対するインパクト

１５　我が国の地方財政調整制度の今後の展望（財政力格差はどこまで是正されるべきか、財政力格差是正の抜本策はあるかなど）
１６　私の実行した地方債の制度改革（市場との対話重視（ツーテーブル方式）、住民参加型市場公募債、共同発行市場公募債など）

１７　私の国際経験（中国、韓国、中央アジア、その他のアジア、北米、中南米、ヨーロッパ、韓国語の勉強、中国語の勉強挫折、アメリカ（ＦＥＭＡ）への在外研究員派遣、など）

１８　次の新しい過疎対策へのヒント（ソフト、ハード対策、限界集落の問題、過疎債の検討など）

１９　条件不利地域の地域活性化戦略のための提言（島根県立大学共同研究「地域活性化戦略の研究」への寄稿などをもとに）

２０　地域おこしのツールと組み立て（内外の人材、ＩＣＴ技術、地域ＳＮＳ、ＮＰＯ、活動的公務員（国、県、市町村）、実行力、リーダーシップなど）

２１　内閣府出向時代の思い出（２００５～２００６、経済財政諮問会議事務局、竹中大臣、江利川次官、財務、経産、自治など各省の確執、総人件費改革、行革コンペの構想と実施、本間議員と大阪市の確執、理不尽な地方財政攻撃、公務員定数の純減と国の出先機関の整理・合理化案など）
２２　消防庁出向時代の思い出（１９８４～１９８８、若気の至り、救急業務と救助業務の法律改正、国際消防救助隊の海外派遣と制度創設、合同訓練、ヘリコプターの導入と広域利用、国産救急ヘリの開発、日航機事故の思い出、地方の消防職員との交流、ＦＥＭＡへの派遣など）

２３　宮崎県財政課長時代の思い出（１９８６～１９８７、全国最下位から３番目からの財政再建、知事の政策ブレーンとしての財政課長のあり方、お金のないときの知恵～アイデア事業予算とその大成功例、大規模公共施設整備基金の専決処分、消費税導入の予算編成、松形知事や上司の思い出など）
２４　島根県時代の思い出（１９９３～１９９６、県立大学の創設、高度情報通信網整備構想、議事録公開の広域（市町村合併）・行革審議会、出前県庁（住民懇談会）、定住財団の発展的改組、石見・隠岐地域の振興、地域おこし、各界の方々との交流など）

２５　切り捨てることの大切さ～限りある人生を有意義に送るために

２６　フレッシュな感性と気づきの大切さ　
